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研究成果の概要（和文）：調査地や先進事例などにおける享受能力再生のためのキュレーション実践の試みか
ら、地域資源の「編集（キュレーション）効果」が存在することを示した。これは人的資源と地域資源の融合で
新たな価値が生み出される状態である。調査対象地域では住民主体で運営する人材育成機関の設立構想が進めら
れている。この事業の中で、地域住民が本来持っていた資源享受能力を、「編集効果」で次世代や移住希望者に
継承するためのプログラムとして実践的ワークショップ「森の暮らし塾」を実践した。山村振興にとって有効な
プログラムであることが地域に認識され、次年度以降も拡張して継続されることとなった。

研究成果の概要（英文）：From attempts to curation practice for the regeneration of ability to 
receive natural and cultural resources in the study area and advanced cases, it showed that there is
 "Editing (curation) effect" of local resources. This is a state where new value is created by 
fusion of human resources and regional resources. In our study area, the idea of establishing a 
human resource development institution organized by the residents is promoted. In this project, a 
practical workshop "Forest Livelihood School" as a program to inherit the ability to receive natural
 and cultural resources originally owned by the local residents to the next generation and migrant 
applicants by "editing effect". The community recognized that it is an effective program for village
 promotion, and this workshop will be expanded and continued after the next fiscal year.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 農山村域における人口減少と高齢化の進
展は、確かに地域社会の衰退を招き、里山に
代表される自然環境の劣化をもたらしてき
たが、それは農山村域の自然・社会的資源が
無価値になることとイコールではない。むし
ろ東日本大震災以降の国内のエネルギーを
とりまく状況や、都市でのいびつな社会への
負荷を顧みれば、農山村域の自然・社会的資
源にこそ目を向け直す必要があり、これらの
地域資源を適切に「使い直す」ことが、生態
系の持続性にとっても、社会の文化の維持に
とっても求められている。 
 では、このような現代社会の中での地域資
源の「使い直し」にはどのようなプロセスを
経る必要があるのだろうか。環境政治学者の
佐藤*は「資源」を「働きかけの対象となる
可能性の束」と定義づけている。つまり人間
の側から技術、文化、制度を通した働きかけ
があってはじめて、「資源」は実際に人が利
用し得る「財」へと変換され、経済的・非経
済的な効用・利益を生み出すことになる。こ
の「資源」を「財」へと変換するための働き
かけに関連して、奥**は生態系サービスを
「享受する能力」に着目し、「人や社会が生
態系の構成要素から、意味や価値、財を引き
出す技術・思想などの体系」として定義した。
これには生業などに関連する伝統知だけで
はなく、精神文化的な意味付けや、近年の技
術による能力も含まれる。そして、享受能力
の変化が農山村生態系の劣化メカニズムに
影響していることを示した上で、地域社会が
本来持っていた享受能力を再生させること
が、農山村に賦存する「資源」の価値や意味
の回復にとって有効な手段になり得るとし
た。 
 *佐藤仁（2008）資源を見る眼—現場からの
分配論.東信堂 
 **奥敬一（2013）里山林の生態 系サービス
を発揮するための課題と農村計画の役割、農
村計画学会誌 32(1):20-23 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、視覚芸術分野で作品の解
釈、選択、構成、展示といった一連の行為を
意味する「キュレーション」概念を用いて、
上記のような資源と享受能力との関係性が
はらむ問題点を解決する学際的研究を実施
する。資源の価値を可視化し社会に効果的に
提示する技術において、芸術学、博物館学分
野は秀でており、キュレーションによる資源
価値の社会への再提示によって、農山村にお
ける資源享受能力の再生を試みることが本
課題の大きな目的である。具体的には以下の
ような個別の研究目的を設定し、実証的・実
践的な調査を実施する。 
 ・地域資源の享受能力に関する問題構造の

明確化  
 ・享受能力の低下によって埋没した資源、

制度の再評価 

 ・キュレーション行為による埋没した地域
資源の社会への再提示と「財」化実践 

 ・キュレーションによる地域資源享受能力
再生方策の理論化 

 
３．研究の方法 
 研究の対象地域は、主に富山県西部の中山
間地域とする。 
（１）自然資源に対する享受能力の再生 
 地域住民に対する聞き取り調査や文献資
料調査をもとに、林野を中心とした自然資源
を認識し利用するための能力が、時代の変遷
と共にどのように変化してきたのかを明ら
かにするとともに、享受能力低下や継承の困
難性に関する問題構造を把握する。また、享
受能力が低下したことによって地域社会の
中で埋没してしまった自然資源をデータ
ベース化し、そこから現代的な価値をもつも
のを発掘し再評価を行う。工芸材料や生活資
材、生薬原料となる樹木や草本などの生物資
源を主な対象とする。また、資源の現存量や
持続性についても定量的な評価を行う。そし
て、再評価可能な自然資源を財として活用す
るため、地域住民を交えたワークショップや
展示行為により、再評価された資源への認識
を高め、その価値の享受能力の再生を支援す
る。またキュレーション行為により、適切な
価値評価を伴った情報発信・提示の方法と、
現地での提供手段の検討を行う。 
（２）文化資源に対する享受能力の再生 
 地域住民に対する聞き取り調査や文献資
料調査をもとに、民俗文化資源を認識し利用
するための能力が、時代の変遷と共にどのよ
うに変化してきたのかを明らかにするとと
もに、享受能力低下や継承の困難性に関する
問題構造を把握する。また、享受能力が低下
したことによって利用されなくなった文化
資源をデータベース化し、そこから現代的な
価値をもつものを発掘し再評価を行う。富山
県西部地域では麦屋節、こきりこ節などの民
謡文化は高い評価を得ているが、それら以外
の民俗文化については十分な評価が行われ
ておらず、早急な調査が求められる。対象地
域の全集落に対する悉皆アンケート調査な
どによる実態把握を行う。そして、再評価可
能な文化資源を財として活用するため、地域
住民を交えたワークショップにより、再評価
された資源への認識を高め、その価値の享受
能力の再生を支援する。例えば見過ごされて
きた民俗芸能や風景体験などが対象として
考えられる。また適切な価値評価を伴った情
報発信の方法と、現地での提供手段の検討を
行う。 
 自然・文化資源の維持を担ってきた伝統的
な地域社会の制度について、その機能と態様
をヒアリングや史料調査をもとに把握する
とともに、時代変化の状況を明らかにする。
また、人口減少と高齢化の進展によって過小
評価されがちな伝統的自治や資源管理の制
度を、現代的な視点から再評価し、現代社会



に連接した活用と仕組みの強化を検討する。
例えば、集落の様々な共同作業を支えてきた
「結い」システムを現代的な資源利用に活か
すための方策などを検討する。 
（３）キュレーションによる享受能力再生方
策の理論化 
 一旦放棄された農山村の資源を再評価し、
新たな形態で活用している各地の先進的な
事例について調査を行う。 
 地域の自然・文化資源に対する、地域住民
を巻きこんだ一連のキュレーション行為に
より、享受能力が再生される過程について、
実践的研究の総括を行うとともに、富山県西
部地域でのケーススタディと各地での事例
調査をもとにした理論化を行う。 
 
４．研究成果 
（１）自然資源に対する享受能力の再生 
 利賀地域の自然資源利用について調査を
行い、伝統的な自然資源享受の形態と近年の
移住者によって発掘された新たな自然資源
享受の状況について把握した。伝統的な森林
資源の利用技術については多くが次世代に
伝えられておらず、一部の林業関係者などが
伝聞として知っている状態にとどまってい
た。伝統的林業の時代を知る年配者への聞き
取りから映像資料を作成した。一方で、新た
な利用形態としてクロモジの香りをいかし
たお茶やエッセンスオイルとしての利用、カ
エデ類を活用した春先のメイプルシロップ
採取などが展開していることが明らかと
なった。 
 また、利賀地域では地域の自然資源をいか
した環境林業を地域に根付かせるため、住民
主体で運営する人材育成機関「森の大学校
（仮称）」を構想し設立準備を始めている。
この構想の中で自然からのサービスの享受
能力を継承する取り組みが始められており、
新たな継承手段として注目できる。 
（２）文化資源に対する享受能力の再生 
 南砺市域における文化資源について、市史
および旧町村史をもとに網羅的に調査を
行った。そのうち特に当該地域に共通する伝
統祭事である獅子舞行事について悉皆調査
を行い、継承や廃絶、祭事の変化の状況につ
いて把握した。富山県南砺市旧８町村の町村
史から、文化資源に関連する項目をピック
アップし概要をまとめた。これをもとに文化
資源の分類を試案し、富山県南砺市旧町村史
データベース(6,634 件）を作成した。また、
獅子舞悉皆調査資料をもとに、映像資料を２
本制作した。さらに、南砺市文化・世界遺産
課と共同で行った南砺市文化資源アンケー
ト調査をもとに、文化資源地図 5枚を試作し
た。これをきっかけに、南砺市との受託研究
（研究課題「南砺市文化資源研究」）が実現
し、地域内で文化資源享受の再生を試みる動
きが広がった。 
 世界遺産五箇山をとりまく平地域では、総
有意識と信仰文化を基盤とした自治制度が

残されている。こうした自治制度が現代的な
視点から再評価できることを示した。 
（３）キュレーションによる享受能力再生方
策の理論化 
 ①他地域事例調査 
 長野県信濃大町を舞台とする「北アルプス
国際芸術祭 2017」の調査では、宿場町として
の歴史や民話、温泉郷や鷹狩山など地域の自
然資源（水・木・土・空）、市街地の空き家
や空き店舗などを活用した作品を通して、そ
れらが地域の様々な資源の価値と魅力を引
き出している実態について明らかにした。札
幌国際芸術祭 2017 の、石山緑地を舞台とす
る音楽パフォーマンスは、芸術と地域資源を
つなぎ、現代の人々が享受する新たな価値を
生み出すキュレーションの良好な事例と
なっていた。これらは、「再評価された自然
資源の『財』化実践」の事例調査であったが、
地域芸術祭という期間限定的な取り組みを
通じて、地域の資源を継続的な「財」へと発
展していくために必要となるものや、そのプ
ロセスを解明するためには、今後さらに継続
的な調査が必要である。 
 北海道登別市ネイチャーセンター「ふぉれ
すと鉱山」の活動概要、および同センターを
ささえる NPO の運営概要（設立経緯、ボラン
ティアの人材育成による地域活性化）に関す
る情報収集を行った。農山村資源の再評価と
して従来から展開されてきた、鉱山跡地の廃
校利用による自然体験事業、環境保全型事業
（里山づくり等）を発展させ、コミュニティ
を基盤として様々な主体が集う拠点となり
うる場所づくりによる、地域課題解決型地域
づくりに関わる事業（子育て支援活動等）と
いった、新たな形態での農山村資源の再評価
の取り組みを行なっていた。伊藤園は耕作放
棄地などの農山村資源を再評価した茶産地
育成事業により、高齢化や後継者不足に悩む
茶産地農家の課題解決や耕作放棄地保全の
成功を自社の企業価値向上に結びつけてい
た。東京農業大学オホーツクキャンパスでは、
農山村資源の再評価による新形態での取り
組みとして、オホーツク学、エゾシカ学など
のカリキュラム開発によりフードマイス
ターを育成し、25 プロジェクト、46 商品開
発といった実績を有する「ものづくり・ビジ
ネス地域創生塾」における地域再生人材育成
による地域イノベーション創出を行なって
いた。これらの農山村資源の再評価による
「自然体験型事業」や「里山づくりなどの環
境保全型事業」において、スタッフが自分た
ちで自発的に考え、話し合い、解決に向けた
活動に取り組むとともに、多様な主体が連携
し、知恵やアイデアを出し合い実際の活動に
醸成する過程で、地域活性化の新たな形態の
可能性を見出すことができた。また、こうし
た過程を生み出す新たな場（サードプレイ
ス）の形成には、地域が自発的に地域活性化
への取り組に向けたCSV経営、SDGsの展開や、
地域との相互作用による共創・共育・共感シ



ステム構築など、新たな公の展開による共助
社会の構築、地域再生人材育成による地域イ
ノベーション創出に資する事業モデルとし
ての地域づくりの新機軸の活用が必要であ
る。 
 ②総括と新たな展開 
 調査地や先進事例などにおける享受能力
再生のためのキュレーション実践の試みか
らは、地域資源の「編集（キュレーション）
効果」が存在することが示された。これは人
的資源と地域資源の融合で新たな価値が生
み出されていく状態である。このとき、失わ
れつつある自然資源や文化資源の享受能力
を整理し再生することは、近代化による発展
の「ものさし」とは異なる、地域の豊かさの
「ものさし」を提供することにほかならない。
この「編集効果」を高めることは、暮らしの
質を高め、移住・定住を促すことにもつな
がっていくと言える。 
 利賀地域では住民主体で運営する人材育
成機関「森の大学校（仮称）」の設立構想が
進められている。この事業の中で、享受能力
再生のための実践的ワークショップとして
「森の暮らし塾」を春夏秋冬の４回実施し、
本研究で把握した伝統的な自然資源享受の
形態と近年の移住者によって発掘された新
たな自然資源享受の形態をもとに、地域住民
が本来持っていた資源享受能力を、次世代や
移住希望者に継承するためのプログラムと
して実践した。参加者からは実践的な技術指
導によって資源活用の方法が理解できたこ
とに高い評価が得られた。また、移住を考え
る参加者からは、生活していく上での自信が
深まる効果もみられた。さらに、こうした人
材育成方法が、山村振興にとって有効なプロ
グラムであることが地域に認識され、次年度
以降も連続して月一回程度開催する講座に
拡張して継続されることとなった。 
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